
2022年 JPDGA 評議会 議事録 

 

日 時：2022 年 6 月 10 日(金) 

会 場：滋賀県希望が丘文化公園 スポーツ会館 会議室 

時 間：15：00～16：30 

出席者：役 員：江 原 隆 夫（会長） 白 井 一 夫（理事長） 諸 岡 通 容（理事） 

    横 田 一 平（理事） 横 田   浩（事務局長） 

評議員：福岡県ディスクゴルフ協会 吉 田 雅 之（会長） 森   省 三（副会長） 

        小山ディスクゴルフクラブ 川 崎 篤 人 

        埼玉県ディスクゴルフ協会 Robert Rowland（会長）オンライン参加 

        静岡県ディスクゴルフ協会 落 合 治 生（会長） 木 下   実 

沖縄県ディスクゴルフ協会 中 程 洋 輔（会長） 

        岩手県ディスクゴルフ協会 伊 東   格（理事） 

･･･オンライン環境構築 青 木 雅 樹（D.ch 代表） 

 

１ 開会挨拶 白井理事長 

■ コロナ禍、公式戦等再開されつつある 

２ ２０２１年度事業報告 

  事務局報告      横田事務局長 資料 P2,3 に沿って説明あり 

競技委員会報告    白井理事長  資料 P4,5 に沿って説明あり 

           ■P4 5 その他 「160ｇ以下」→「159.9 以下」に訂正 

３ 2021 年度決算     横田事務局長 資料 P6 に沿って説明あり 

 

【２，３にかかる主な質疑応答】 

 

   以上の項目について承認 

 

４ 2022 年度役員案    横田事務局長 資料 P7 の通り提案あり 

５ 2022 年度事業計画案 

  事務局        横田事務局長 資料 P8 の通り提案あり 

□ジャパンオープンにかかる JPDGA の立ち位置は 

 → 大会の誘致は歓迎するが、JPDGA が共催することの意味が明確でない 

□埼玉県協会設立にかかるバナーとゴールが支出されていない 

→ ゴールは在庫がなかったため 2022 年度予算案に組み入れた 

□ジャパンオープンにかかるポイント獲得状況の確認方法について 

→ 検討 

□デジタルスコアの今後の活用について 

 → 検討 

□公式戦の参加人数が増加しているが今後の方策は 

 → 検討 

□オフィシャルの有効期限の確認方法について 

 → 会員証、HP で確認 

□「リティリ」「スロー」「スローの放棄」の際のスロー順（連続してスローするか）について 

 → PDGA に確認 



  競技委員会      白井理事長  資料 P9 の通り提案あり 

             ■アジア選手権について補足説明ありあり 

６ 2022 年度予算案    横田事務局長 資料 P9 の通り提案あり 

７ その他資料 

  ルールの追加、変更  諸岡理事   資料 P11 に沿って説明あり 

  公式ウェブについて  横田事務局長 資料 P12 に沿って説明あり 

  還元金について    横田事務局長 資料 P13 に沿って説明あり 

  都道府県協会一覧   横田事務局長 資料 P14 に沿って説明あり 

  規約         横田事務局長 資料 P15～17 に沿って説明あり 

             ■会計年度について「1 月 1 日に始まり 12 月 31 日まで」に訂正 

  その他 

 

【４、５、６、７にかかる主な質疑応答】 

 

   以上の項目について承認 

 

８ 閉会挨拶 白井理事長 

■ 各位のご協力に感謝 

議事録作成者 理事 横 田 一 平 

□アジア選手権のベストアマは日本シリーズ出場権を得られるか 

 → 基本的に対象となる 

→ 東日本での開催大会にポイント対象大会が多いなという思いはある 

□チーム世界選手権の動向は 

→ WFDF による大会である 

１月にチーム編成。その後参加できなくなった選手がでたため、エントリー期限直前に 

キャンセル 

 ウクライナ情勢を鑑み大会自体、開催について不透明である 

□JFDA と JPDGA の日程が重なっている大会があるが、事前調整等を行っているのか 

→ 事前調整していない 話し合いもしていない 

→ 基本的に重ならない方が良い 

□収入の「PDGA 会費」の支出は 

 → 本部事務局、諸会費、PDGA 登録で支出予定である 

□公式戦の参加人数が増加しているが今後の方策は 

 → 検討 

□商標登録料について説明を 

 → 「DISC GOLF」「ディスクゴルフ」は有限会社イノーバージャパンが所有する登録商標で

ある 

   2021 年度は支払わなかったが年間 10～20 万円ほど支払っている 

□商標使用の許容範囲について 

 → 事務局は都度有限会社イノーバージャパンに確認している 制限はあると考える 

□日レク加入のメリットは 

 → 日体協傘下であり普及活動機会の確保や助成金などのメリットがある 

□「年度」表記は不適切でないか 

 → 会計年度であれば問題ない 


